
福祉用具ヒヤリハット　研修教材（講師用）

Case：262
腋（わき）付近にしわができたままつり上げ、利用者が痛がる

場面の説明

つり具の装着がうまくいっておらず、腋（わき）あたりにしわが寄った状態で利用者をつり上げたため、利用者の腋（
わき）が圧迫されて痛がった

利用シーン 移乗 

主な利用場所 寝室 

介護保険の種目 移動用リフト（つり具の部分
）

分類コード
(CCTA95)

123621 (吊り上げ式リフト用吊具)

介護テクノロジー －

二次元バーコード

解説

つり具は強い力で身体を圧迫しますが、丁寧な装着であれば一般的には問題を起こしません。しかし、不適切な装着に
よる大きなしわ、折り目や、皮膚表面をこすりつけるような横方向のズレにより、皮膚にダメージを与える場合があり
ます。正しい取扱いをおろそかにせず、丁寧に装着することが重要です。

参考要因（要因の例であり、これだけが正解ということではありません）

人：しわが寄ると痛みが生じることを知らなかった
人：痛みを伝えることができなかった
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